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磯子区防犯掲示板゛゛昌::
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いと私もあなたも捕まる｣と､金を
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区長表敬訪問「応援に感謝」
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リ
オ
五
輪
・
男
子
習
競
歩
で
日
本
人
初
と
な
る

７
位
入
賞
を
果
た
し
た
、
杉
田
小
・
浜
中
学
校
出
身

の
松
永
大
介
選
手
（
東
洋
大
４
年
）
が
８
月
昔
、

小
林
正
和
磯
子
区
長
を
表
敬
訪
問
し
た
。
爵
口
に

は
杉
田
劇
場
と
プ
ラ
ラ
杉
田
で
区
民
に
７
位
入
賞
を

報
告
。
松
永
選
Ｆ
は
ぷ
７
区
心
皆
さ
ま
の
応
援
が

力
に
な
っ
た
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。

　
区
長
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
、

松
永
選
手
は
、
浜
中
学
校
陸
卜
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部
り
リ
崎
光
顧
問
、
杉
田
劇
場

心
中
伺
牧
館
長
、
プ
ラ
ラ
杉
田

専
門
店
公
の
佐
藤
祐

・
Ｉ
ス
展
開
で
感
動
を
頂
い
た
。

毎
回
の
活
躍
で
多
く
の
児
廠
、

生
徒
に
夢
や
希
望
を
与
え
て
く

れ
た
と
思
う
。
４
年
後
の
東
京

行
を
目
指
し
て
頑
張

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
松
永
選
手
は
、
「
杉
田
や
磯

子
区
、
日
水
中
の
声
援
が
力
に

な
り
７
位
入
賞
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
レ
ー
ス
内
容
に
は
満
足

し
て
い
な
い
が
、
競
歩
は
過
去

治
会
長
と
と
も
に
、
心
五
輪
で
入
賞
す
ら
な
か
っ
た

リ
オ
。
片
輪
目
本
代
λ
中
、
入
賞
第
石
に
な
れ
た
こ

の
公
式
ジ
ャ
ー
ジ
ー
玉
は
誇
り
。
４
年
後
は
メ
ダ
ル

を
お
て
区
役
所
を
訪

れ
た
。
磯
ｒ
区
役
所

の
職
員
か
ら
拍
ｒ
で

出
迎
え
ら
れ
、
小
林

区
長
か
ら
花
束
が
贈

ら
れ
た
。

4
0
代
～
6
0
代
が
対
象

を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
．
ｍ
決
勝
を
観
戦
し
た
こ
と
な
ど

い
」
と
話
し
た
。

　
表
敬
訪
問
で
は
、
松
永
選
手

が
競
歩
心
ル
ー
ル
や
レ
ー
ス
当

日
心
様
子
な
ど
を
説
明
。
―
周

も
披
露
さ
れ
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場

日
心
様
子
な
ど
を
説
明
。
―
周
’
松
永
選
手
は
２
７
口
に
杉
田

Ｉ
」
の
周
回
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
二
劇
場
と
プ
ラ
ラ
杉
田
で
行
わ
れ

コ
ー
ス
が
狭
か
っ
た
こ
と
や
体

感
温
度
は
日
本
と
変
わ
ら
な
か

っ
た
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
競
歩
が
陸
Ｌ
競
技
初
日

に
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

競
技
終
了
後
の
滞
在
で
は
、
女

ｆ
マ
ラ
ソ
ン
心
給
水
を
罫
伝
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
男
ｆ
ｌ
Ｏ
Ｏ

介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
　
　
　
無
料
で
開
講

小
林
区
長
は
、
レ
ー
（
公
社
）
横
浜
市
福
祉
事
業

プ
ス
当
日
に
お
田
黙
帑
菖
誌
や
哭
谷

ｉ
ご
場
で
行
わ
れ
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
で
観
戦
し
た
こ
と

を
伝
え
「
先
頭
集
団

を
歩
く
姿
が
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
る
た
び
に

右
か
ら
戸
崎
顧
問
、
松
永
選
手
、
小
林
会
場
は
盛
り
卜
が
っ

区
長
、
佐
藤
会
長
、
中
村
館
長

象
に
、
介
護
職
の
岳
本
資
格
「
介

１
６
２
時
間
）
。
場
所
は
ウ
ィ
リ

ン
グ
横
浜
（
各
線
「
ｈ
大
岡
駅
」

直
結
）
な
ど
。

護
職
員
初
任
者
研
修
」
（
旧
悪
　
応
禁
件
ａ
介
護
分
野
に
吟

Ｉ
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
講
座
）
を

企
画
。
受
講
生
を
募
集
中
だ
。

　
研
修
は
公
益
事
業
と
し
て
横

浜
巾
の
補
助
が
あ
る
た
め
、
受

講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
・
職

た
。
手
に
汀
握
る
レ
這
見
学
時
の
交
通
費
の
み
負

担
）
。
研
修
期
間
は
第
２
期
１
０

仙
目
㈹
占
月
晋
㈹
（
計

？1２０

ll

昧
が
あ
り
、
巾
内
の
介
護
事
業

所
な
ど
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

人
。
定
詰
人
。
研
修
終
ｆ
後

は
就
業
支
援
も
あ
る
の
で
「
人

心
た
め
に
な
る
仕
事
が
し
た
い
」

と
考
え
て
い
る
人
は
ぴ
っ
た
り
。

　
受
講
希
望
者
は
同
法
人
Ｈ
Ｐ

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
応
募
（
９
品
目
㈹
必
着
）
。

面
接
等
の
選
考
あ
り
。
詳
細
は

嘔
偕
芸
ｏ
４
５
・
８
４
ｏ
・

５
８
１
５
へ
。
n
h
t
慨
/
W
W
W

y
‐
h
u
l
u
音
ワ
ｏ
ぞ

回
目
霜
続
・
遺
一
。
‥
肴
相
談
会

　
　
　
　
　
　
　
９
月

1 0
日
　
磯
子
公
会
堂

　
行
政
書
Ｌ
高
田
吉
衛
事
務
所
・
こ
と
か
ら
、
目
の
前
に
起
こ
っ

は
９
月
１
０
口
川
、
磯
ｆ
公
会
堂
一
た
実
際
の
相
続
の
解
決
方
法
、

集
会
室
１
（
Ｊ
Ｒ
磯
ｒ
駅
徒
歩

５
分
）
で
相
続
や
遺
一
。
一
‥
の
無
料

相
談
会
を
行
う
。

　
費
目
と
な
る
今
回
は
、
疑

問
に
感
じ
る
相
続
の
。
般
的
な

皐
高
田
所
長
が
親
身
に
相
談
に
応
じ
る

公
正
証
書
遺
一
。
＝
仔
成
な
ど
、
磯

ｆ
区
地
城
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

と
し
て
活
動
す
る
高
田
所
長
と

協
力
事
務
所
の
吉
士
が
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
。

　
時
間
は
１
３
時
Ｔ
～
１
６
時
ｔ
。

希
望
者
は
電
話
予
約
を
。

■
行
政
書
士
高
田
吉
衛
事
務
所

磯
子
区
岡
村
１
雰
の
３

四
〇
４
５
・
７
５
８
・
２
０
８
０

た
夏
ま
つ
り
に
特
別
ゲ
ス
ト
と

し
て
’
劈
場
。
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
の

登
場
に
、
両
会
場
は
大
き
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
杉
田
劇

㎜ ㎜ ■ ■ ㎜ ■
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場
で
は
凱
旋
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
Ｉ

行
わ
れ
、
後
輩
に
あ
た
る
杉
田
子
区
の
方
々
に
応
援
し
て
頂
い

小
学
校
の
児
敬
が
歩
き
方
を
教

わ
る
場
。
㈲
も
見
ら
れ
た
。
松
永

選
手
と
記
念
撮
影
を
す
る
児
童

が
列
を
っ
く
り
、
会
場
は
盛
り

あ
が
り
を
み
せ
た
。

　
夏
ま
つ
り
で
区
民
に
直
接
７

位
入
賞
を
報
告
し
た
松
永
選
手

は
「
と
て
も
大
き
な
拍
手
で
迎

「
塁
‥
時
、
パ
チ
弓
膚
に
避
難
を
」

6
0
周
年
で
新
た
な
試
み

　
市
内
１
２
１
心
パ
チ
ン
コ
広

が
加
盟
す
る
横
浜
遊
技
場
組
合

（
飯
島
隆
史
組
合
長
）
が
設
立

６
０
年
を
迎
え
た
今
年
、
地
震
な

ど
の
大
規
模
災
害
時
に
加
盟
店

を
地
元
住
民
の
畝
け
込
み
所

と
し
て
利
川
し
て
も
ら
う
新
た

え
て
頂
き
、
改
め
て

’ 多
く
Ｊ
ｙ
磯
一

た
こ
と
を
感
じ
た
。
４
年
後
の

東
京
五
輪
を
昆
亨
乙
な
が
ら
、

来
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
世
界
陸

上
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
ま
ず

は
出
場
権
を
獲
得
し
、
そ
こ
で

メ
ダ
ル
を
取
れ
る
よ
う
に
頑
張

り
た
い
」
と
さ
ら
な
る
飛
躍
を

誓
っ
た
。

1
1
1
1
1
1
1

・
景
品
と
し
て
置
か
れ
る
豊
富
な

　
飲
食
品
や
日
用
品
を
有
効
活
川

　
し
よ
う
と
い
う
試
み
。
災
害
時

　
は
店
舗
を
開
放
し
、
長
時
間
心

　
避
難
・
待
機
が
必
要
な
場
合
は

。
景
品
を
「
災
害
備
蓄
品
」
と
し

て
住
民
に
提
供
す
る
体
制
を
叩

次
整
え
て
い
く
方
針
だ
。

　
区
内
Ｈ
広
が
加
盟
。
同
組
合

磯
子
支
部
の
岡
本
漢
茲
支
部
長

は
、
「
こ
の
機
会
に
近
く
の
パ
チ

ン
コ
店
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

な
・
収
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
だ
け
た
ら
」
と
呼
び
か
け
る
。

　
パ
チ
ン
コ
店
心
特
長
と
、
『
。
、
気
問
い
ハ
１
１
わ
せ
は
同
組
合
四
〇
４

防
災
グ
ッ
ズ
が
並
ぶ
店
舗
も
あ
る
る
広
い
ス
ペ
ー
ス
と
ト
イ
レ
ノ
５
・
２
６
１
・
７
０
２
４
．
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一 一

Ｚ
Ｉ斟咬識諏来巌

袈
逞
木
、
ご
に
早
川
ふ
固

家
庭
科
教
諭
対
象
に
実
演
会

　
区
内
心
家
庭
科
教
諭
た
ち
が

８
月
１
９
ロ
、
杉
田
小
学
校
家
庭

科
室
で
プ
ロ
の
和
食
料
用
人
か

ら
９
調
理
技
術
を
学
ぶ
実
演
会

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
農
林

水
産
省
心
和
食
給
食
推
進
事
業

？
環
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、

和
食
給
食
応
援
団
の
協
力
心
も

と
、
磯
ｆ
区
家
庭
科
研
究
会
が

ヤ
催
し
、
家
庭
科
教
諭
１
９
人
が

参
加
し
た
．

　
講
師
を
務
め
た
心
は
、
代
吉

山
「
日
本
料
坪
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｍ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
」
店
主
心
武
本
賢
太
郎
さ

（右）から和食の調理技術を学ぶ参加者武本さん

ぎ
、
３
回
ほ
ど
繰
り
返
し
た
後
、

約
３
０
分
浸
水
さ
せ
た
方
が
良

い
、
あ
と
は
火
加
減
も
ポ
イ
ン

ト
」
と
話
し
た
。

　
続
い
て
、
だ
し
に
っ
い
て
「
す

べ
て
の
和
食
の
基
本
で
、
最
も

服
要
」
と
説
明
。
昆
布
、
か
っ

お
節
の
煮
出
し
方
や
ズ
１
１
わ
せ

方
の
ほ
か
、
煮
干
し
心
だ
し
の

作
り
方
も
実
演
し
た
。
ま
た
、

こ
の
だ
し
を
使
っ
た
み
そ
往
ｙ
、

夏
野
菜
と
鶏
肉
の
生
姜
あ
ん
の

調
坪
法
も
披
露
し
た
。

　
最
後
は
、
参
加
し
た
家
庭
科

教
諭
１
９
人
が
武
本
さ
ん
に
教
わ

っ
た
方
法
で
、
実
際
に
料
理
を

実
習
し
た
。
試
食
の
時
間
で
は

「
だ
し
の
け
み
を
感
じ
る
」
な
ど

の
声
が
Ｌ
が
っ
た
。
参
加
し
た

教
諭
の
Ｉ
人
は
「
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
が
多
か

っ
た
。
和
食
の
良
さ
を
再
確
・
認

し
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

芯
1!?

び回銭亀励／

春7tE轡呼

材料み喝作り

?

①鍋に油を熟しかぼ

?

を炒める

3

広
告
・
記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
萱
０
４
５
・

:;?ぷごii‘二溜ｸ馳　　　②①にｓ－ﾄヽｿｰｽ白5と!･!・のｊ､ＩＡｎ、
　　かぽちやが柔らかくなるま芒申火で煮込む

③②に塩コショウで昧を調え､Ｓみの器に揺り

　　つけてバセIﾘを飾り出来上がり～…超､差昧!!

喝

φ

サラダ油‥‥‥‥‥少々

パセリ…‥‥‥‥‥少々

皐●　　●

かぼちゃはーロ大に翻っておく

プロフィール

宮内灘朗

通称：ひげのオーナー

　料理人歴４０年

畑児・鶴ｇと剥・へめ
�情がタップ1ﾘ．

実は…●扁洒勤もして
いるマjしチシェフ

♀八百屋さんにかぼちゃを見つけました｡もう

時期ですね!!皆さん､お試しあ～れ。

２
２
７
・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ

定
で
「
分
か
り
や
す
い
説
明
と
納
得
の
価
格
」
が
好
評

い
ま
一
番
売
れ
て
い
る

給
湯
器
・
ト
イ
レ
が
特
価

　
「
給
湯
器
の
リ
モ
コ
ン
に
エ
ラ

ー
が
出
る
」
「
お
湯
が
ぬ
る
く
な

っ
た
」
「
ト
イ
レ
の
床
が
瀧
っ
て

と
で
困
っ
た
ら
、
本
紙
で
お
な

じ
み
、
㈱
三
和
水
道
管
埋
か
お

す
す
め
。

　
故
障
原
囚
の
確
か
な
追
究
を

i＠；㎜f
■ ■ ㎜ ■ －

炭塵シャワートイし側き19,8圀円

同社通常価格397,224円のところ

訓丿喚一一閤

壁掛け･据置の両ﾀｲﾌとも

工事費･処分費･消費税すべて込み価格

■
磯
子
区
版
／
ｋ
4
2
t
j

r
N
０
１
６
年

モ
ッ
ト
ー
に
「
説
明
が
分
か
り

や
す
か
っ
た
」
「
価
格
に
も
納
得

で
き
た
」
と
好
評
だ
。

　
「
当
社
で
最
も
売
れ
て
い
る

超
節
水
ト
イ
レ
と
給
湯
器
を
、

処
分
費
な
ど
全
て
込
み
心
特
別

価
格
で
お
求
め
頂
け
ま
す
」
と

四回

顎圈－rF305）

Sぼ琵三和水道管理元

（
平
成
2
8
年
）
９
月
１
日
團
号

　Si'瓢三厩】水道讐理謐

　胴菊保土ケ芭i●台55-8 a

　aｮzjkzﾑ:慣涙市旭区本宿155,1，叫
4一一!XZΞΞ≡l
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妊
婦
の
血
液
か
ら
胎
児
の
染
色
体
異
常
を
調
べ
る

「
新
型
出
生
前
診
断
ぃ
心
導
入
か
ら
３
年
。
県
内
初
の

導
入
機
関
、
横
浜
市
立
大
学
付
属
病
院
（
金
沢
区
）

で
は
、
検
査
希
俵
者
に
対
す
る
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
後
の
同
検
査
の
受
検
率
が
、
初
年
心

ら
３
年
目
に
は
７
９
４
％
に
減
少
し
て

わ
か
っ
た
。
専
門
医
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
ー

決
定
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

グい９２

--一一
・
２
％
か

る
こ
と
が

が
、
意
志

　
新
型
出
生
前
診
断
の
研
究
組

織
が
７
月
、
こ
れ
ま
で
全
国
で

計
３
万
６
１
５
入
が
同
検
査
を

受
検
し
た
と
発
表
し
た
。
［
命
の

選
別
］
に
っ
い
て
議
論
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　
初
年
か
ら
同
検
査
を
導
入
す

る
巾
大
病
院
で
は
、
８
月
習

ま
で
に
２
６
４
４
人
が
受
検
。

陽
性
判
定
は
閃
で
、
そ
の
後

の
確
定
検
査
で
異
常
が
認
め
ら

れ
た
多
く
が
入
．
Ｌ
妊
娠
中
絶
を

選
ぶ
と
い
う
。
今
岡
的
に
も
、

染
色
体
異
常
と
確
定
さ
れ
た
９

割
が
中
絶
を
選
択
し
て
い
る
。

障
害
と
向
き
合
う
機
会
に
も

　
日
本
医
学
ハ
お
指
針
で
は
、

検
査
に
は
事
前
心
遺
伝
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
が
必
要
だ
と
し
て
い

る
。
市
大
病
院
で
も
そ
の
重
要

|目|||間川||目口BII11mllllllllll目川illllilllLIIIlil‖|||出目|目

性
を
踏
ま
え
、
羊
水
検
査
も
含

め
て
昌
年
前
か
ら
遺
伝
相
談

に
註
力
し
て
き
た
。

　
「
授
か
っ
た
命
を
大
切
に
し

た
い
、
障
害
児
を
育
て
ら
れ
る

　
ン
セ
リ
Ｊ
グ
の
必
要
性
を
見
る
。

　
受
検
し
な
い
と
決
断
し
、
ダ

ウ
ン
症
候
群
の
子
ど
も
を
授
か

っ
た
夫
婦
も
い
る
。
「
事
前
に
相

談
を
受
け
た
か
ら
、
受
け
止
め

ら
れ
た
と
話
し
て
い
た
。
検
査

心
検
討
が
障
害
と
向
き
合
う
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
す
。

　
　
遺
伝
ｆ
解
析
の
技
術
が
進

　
み
、
難
病
な
ど
心
治
療
に
光
が

　
差
す
よ
う
に
な
っ
た
近
年
。
一

矢
で
得
ら
れ
る
情
報
を
も
と
に

　
出
生
前
診
断
を
望
む
声
も
あ

　
る
。
浜
之
ト
さ
ん
は
「
遺
伝
子

か
な
ど
様
々
な
葛
藤
を
抱
え
相
解
析
技
術
を
優
生
思
想
に
っ
な

談
に
く
る
人
が
多
い
。
傾
聴
し
Ｉ
げ
て
は
な
ら
な
い
」
と
警
鐘
を

て
夫
婦
の
自
律
的
な
決
定
を
促
鳴
ら
す
。
障
害
が
な
く
生
ま
れ

す
心
が
役
割
」
と
話
す
の
は
、
て
も
、
後
に
咀
病
を
患
う
可
能

同
院
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
・
性
も
あ
る
。
「
誰
し
も
健
康
な

う
医
師
の
浜
之
ヒ
は
る
か
さ
ん
一
子
を
望
む
の
だ
ろ
う
が
ヽ
生
ま

（
４
０
）
。
相
談
背
高
％
が
高
齢
れ
る
子
に
ど
こ
ま
で
望
み
、
ど

妊
娠
を
理
由
に
訪
れ
る
。
だ
が
こ
で
線
を
引
く
の
か
。
よ
く
考

「
障
害
者
が
生
き
づ
ら
い
社
会
一
え
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

的
背
景
も
あ
る
の
で
は
」
と
指

摘
。
不
安
に
陥
る
原
因
は
、
将

来
心
育
児
や
病
気
へ
の
知
識
不

足
な
ど
様
々
だ
。
専
門
医
か
ら

公
平
な
情
報
を
っ
か
み
、
夫
婦

が
何
に
重
き
を
置
く
の
か
考

え
、
結
論
を
出
す
こ
と
に
カ
ウ

紐
牡
鼎
斜

一
胎
児
の
３
つ
の
染
色
体
異
常
の
‐
‐
‐

海
詰
ド
詣
絹

盛
託
前
遜

石
施
設
で
実
施
し
て
い
る
・
一

は
し
ご
車
晶
ｍ
上
空
’
体
感

児
童
が
消
防
職
業
体
験

　
磯
子
消
防
署
で
８
月
１
７
口
、

『
キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く
消
防
体
験

塾
』
が
開
か
れ
約
８
０
人
の
児
・
峨

が
消
防
職
業
体
験
を
行
っ
た
。

　
未
来
の
地
域
防
災
心
択
い
手

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
こ
心
企
。
幽
。
小

学
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
を

対
象
に
、
放
水
体
験
、
救
助
体

験
、
地
震
体
験
の
ほ
か
、
今
年

は
初
め
て
は
し
ご
車
搭
乗
体
験

が
実
施
さ
れ
尽

　
は
し
ご
巾
体
験
で
は
、
み
な

と
み
ら
い
に
あ
る
ラ
ン
ド
マ
ー

は
し
ご
車
体
験
を
す
る
参
加
者

・
ク
タ
ワ
ー
が
見
え
る
、
２
５
ｍ
上

　
空
ま
で
の
ぼ
っ
た
。
体
験
し
た

児
童
か
ら
は
「
す
ご
く
高
く
て

楽
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が

聞
か
れ
、
普
段
体
験
す
る
こ
と

が
な
い
高
い
と
こ
ろ
か
ら
心
景
・

色
を
見
て
満
足
し
て
い
る
様
子

だ
っ
た
。

　
キ
ッ
ズ
わ
く
わ
く
消
防
体
験

塾
は
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
が

Ｌ
催
す
る
「
子
ど
も
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
２
０
１
６
」
の
一
環
と
Ｉ

し
て
実
施
。
例
年
３
０
人
ほ
ど
の

参
加
だ
っ
た
が
こ
／
年
は
多
く

の
児
童
が
体
験
し
た
。

消
防
署
心
担
当
者
は
「
地
域
・

防
災
に
少
し
で
も
関
心
を
持
っ

て
も
ら
え
れ
ば
と
実
施
し
て
い

る
。
今
年
は
参
加
者
も
多
く
、

消
防
心
什
嘔
を
知
っ
て
も
ら
う

機
会
に
な
っ
た
の
で
は
」
と
振

り
返
っ
た
。

|’

ン

1

PG12

叉 Ｈ

ド

叉

ｔ

￥
年

ｊ

？ ｌ

ぢ

ＦＯ

ＩＮ
ＬＥ
ＭＰ

ＧＩ
ＯＥ

Ｌ（
ＤＥ

｛

万

１

１

①

9S公開

ｲｵﾝｼﾈﾏ

みなとみらい

(横浜ﾜｰがﾎｰﾀｰｽﾞ5F)

昔045-222･2525

www,aeoncinema.(om/

LL2脛Eli ｜ ｉ
　iJt　　　●　こ応●は抽選で毎月5110名様に|横浜フルク13,及ひ｢イ河ンシネ

　a知者ブレゼノトマみなとみらい｣の無料招待券をブしセントご希望の方はハガキに７、

　住所､氏名､年齢､電話ｌｉ､｢我が累の夕撥を良ぺる時間jを記入の・､希望の劇場名を明記し､下記の汪所

I

へH28≒31頴必i.〒231-0033横浜市φ区長者町2,5-14セントラルビル2Fタウンニュース社磯子

　Iﾇ一箇宰｢映画昭一券|係y応募の個人情報は当選の発表のみに使用最悪憬はISｺｰﾅｰで驀lずる場^かありli

ふＨ　川州ss

川州セ

日回』当

20字幕4ﾆ　2.吹替　　Ｔ

湊

||ｉ

Ｓ

版｜

永

万

支

20字幕

？ 只 F

らン

れド
た々
トリ

リュ
ツ｜
クジ

　ヨ　ン

字雛

1

PG12

キ
ン
グ才

１

Ｕ U

1.

横漢ﾌﾟﾙｸ13

　(コレyトマーレ6F)

酋045･2224222

bur913.com/

94公開 9/3公開

昭8.17.26.35.44､53,62平8､17　う乙七ｻﾞi一良恥星．　　昭5.14.23.32.41.50,59平5.14　八

の
目
は
材
料
費
５
０
０
円
が
必

要
。
９
月
習
㈹
必
着
で
・
吉

匹
一
人
（
抽
選
）
。

　
申
込
は
、
い
そ
ご
区
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
四
〇
４
５
・
７

５
４
・
２
３
９
０
へ
。

四緑木星

順調だった流れが変わるJI｡気合いを入れすぎて空回り１

ないように注意1よう｡家族や農場の人達に対する不満や

ぶ安が一気に吹き出1、自ら運気を冷え込ませないように。

昭4.13.22.31.40.49.58平4.13ぺ白土星

いろいろな問題がゑ面化1てきそう｡特に鮒人面でのトラ

ブルが起こりやすい時｡佃羽姑まった決断はマイナス｡荒

浚を立てずにスローペースで､冷静な話1合いをｔよう。

九!険大丿星。　昭3､12.21.30.39.48.57平3.12

足踏み状態の運気で､何かにつけて思い悩むなど取り

越1苦労に支配されそう。この時期は「協力態勢作り」に

よって左右され､人間関係に助けられれば不調は軽減。

運気はピークを迎え魅力満開の今月｡頑張り続けてきた

事が一気に花間く反面､大きな決断を下すターニング

ポイントにもなりそう｡独断専行は避けて協調精神で。

天貴･太丿星。　昭7.16.25.34.43.52､61平7.16

忙いヽわりにはこれといった成果が期待できない時｡力

を温存tながら､腰を据えて取り組むべき｡がむｔやらな

行動はマイナスの結果に｡特に言動には要注意。

六白1金7j星。　昭6.15､24.33､42､51.60平6.15

社交性を発揮tて人間関係を活性化させよう｡セール

スや接客の仕事に就いている人は､本来の能力を発

揮できそう｡周囲と不協和音を感じたら注意が必要。

一白７Ｋｊ菓。　昭2.11.20.29.38.47.56平2.11

ピンチと思われていた事も丁寧に対応すれば快調に滑

り出１そう｡今月の幸運のヒントは｢周囲との協調協和｣。

何事も真面目に取り血む姿勢が評価を受けることに。

ａ
ｌ

ﾆ馮｡太｡星。　昭1、10.19.28.37､46.55平1.10

何事も先手を打って出たい快調運｡準備を進めてきた

計画や先送似ていた問題は､思い切って取りかかる

チャンス。いり､勢い余って暴走するとトラブル発生も。

９
月
の
運
勢

※
２
月
節
分
前
の
生
ま
れ
の
人
は
前
年
の
星
で
す
。

_＝静JK夏　　昭9.18.27.36.45.54､63平9.18

運気もパワーもハイ1･ベル｡活躍の舞台が広がる暗示｡１

のチャンスを逸さず全力撞球を１よう｡努力すればするだ

け評価は右扇上がり｡また､対人関係は積極的な支流を。

討
Ｈ
賢
ｎ

徳
山
遥
斗

ｍ
Ｏ
５
０
・
３
７
０
０
・
８
６
７
０

献
立
に
役
立
つ
食
の
講
座

　
吟
段
心
献
立
に
役
立
つ
「
作

り
置
き
」
の
調
坪
実
習
や
栄
養

学
の
話
な
ど
、
食
に
ま
つ
わ
る

講
座
「
食
の
基
本
」
が
１
０
月
か

　
1 0

月
か
ら
全
５
回

ら
全
５
回
で
開
催
さ
れ
る
。

　
１０
品
目
㈲
に
磯
ｆ
公
泉

で
講
座
を
受
け
た
後
２
５
口
吻
、

Ｈ
月
１
０
目
㈲
、

１７
口
内
に
は
磯

ｆ
セ
ン
タ
ー
で
簡
単
つ
け
も
心

や
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

の
実
習
を
行
う
。
Ｈ
月
５
日
田

は
巾
中
央
卸
売
巾
場
心
見
学
や

魚
心
さ
ば
き
方
教
室
な
ど
も
。

時
間
は
午
前
１
０
時
か
ら
疋
午

（
５
日
心
み
９
時
か
ら
）
。
実
習

聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
が
開
発

髪
を
傷
め
ず
頭
皮
に
や
さ
し
い
白
髪
染
め

シ
ャ
ン
プ
ー
前
に
素
手
で
１
０
分
、
染
め
な
が
ら
ハ
リ
・
コ
シ
も

　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
発
の
皮

膚
科
学
研
究
チ
ー
ム
が
開
発
し

た
白
髪
用
カ
ラ
ー
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
七
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｉ
（
キ
ラ

リ
）
』
が
、
２
０
１
３
年
２
月
の

発
売
以
降
シ
リ
ー
ズ
脚
茜
万

本
突
破
と
好
評
だ
。

　
髪
に
馴
染
み
や
す
い
柔
ら
か

S

裴まｽﾞ門

い
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
で
、
深
い
染

め
上
が
り
を
実
現
。
着
実
に
リ

ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
て
い
る
。

弱
酸
性
・
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
処

方
で
髪
や
頭
皮
へ
心
優
し
さ
も

追
求
。
特
許
成
分
「
ヘ
ア
ケ
ア

キ
ュ
ー
ブ
」
が
キ
ュ
ー
テ
ィ
ク

ル
を
は
が
さ
ず
愛
心
深
部
へ
染

料
ぐ
宍
成
分
を
浸
透
さ
せ
る
。

　
毀
の
内
周
か
ら
自
然
な
色
合

い
に
染
め
卜
げ
る
と
同
時
に
ハ

リ
を
り
え
、
髪
本
来
の
美
し
さ

を
高
め
る
。
天
然
染
料
配
合
で

素
手
で
使
用
で
き
シ
ャ
ン
プ
ー

前
の
乾
い
た
髪
に
な
じ
ま
せ
1
0

分
置
く
だ
け
と
い
う
手
軽
さ
も

人
気
。
柑
橘
系
心
香
り
も
好
評
。

　
通
常
価
格
は
税
込
３
２
４
０

円
。
今
な
ら
初
回
限
定
品
％

オ
フ
の
２
５
９
０
円
（
送
料
無

料
）
と
お
得
。
さ
ら
に
シ
ャ
ン

プ
ー
・
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
パ

ウ
チ
２
回
分
と
お
ｒ
軽
コ
ー
ム

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
９
月
習
迄
）
。

ｷｭｰﾃｨｸﾙを傷めずに天然染料と

18種もの美容成分を髪の深部に届けて

くれる｡200g､3､240円(税込)3色(ﾗｲﾄ

ﾌﾞﾗｳﾝ/ﾀﾞｰｸﾌﾞﾗｳﾝ/ﾌﾞﾗｯｸ)

３使　　　･Z】

回用

目前

紹

。
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●

－
磯
子
区
版
／
ｋ
4
2
2
２
０
１
６
年
（
平
成
2
8
年
）

９
月
１
日
南
号
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神奈川新聞

　花火大会

安
全
面
考
慮
し
休
止
へ

観
覧
場
所
の
確
保
困
難
に

　
神
奈
川
新
聞
社
は
今
年
３
１
回

を
迎
え
た
扁
奈
川
新
聞
花
火

大
会
」
に
っ
い
て
ご
苓
⊥
の

即
由
か
ら
当
分
心
間
、
休
山
す

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
８

烈
冒
に
紙
面
お
よ
び
同
社
ホ

「
こ
宸
年
来
、
安
全
対
策
を
Ｉ

共
に
検
討
す
る
神
奈
川
県
警
察
・

を
は
じ
め
と
す
る
安
全
対
策
に

努
め
る
各
所
か
ら
大
き
な
問
題
・

と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
」
と

い
う
。
そ
の
た
め
同
社
は
安
全

面
を
考
慮
し
、
関
係
機
関
と
協

Ｊ
ｆ
ど
Ｉ
！
４
阿
ｌ
ｌ
｀
べ
　
ｃ
７
１
ｊ
ｉ
ｌ
Ｊ
　
Ｊ
一
ｌ
ｌ
／
Ｊ
Ｉ
　
ｌ
ｊ
ｌ
－
－
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

Ｉ
ム
ペ
ー
ジ
に
社
告
と
し
て
掲
一
議
を
巫
ね
た
結
果
、
休
ふ
Ｌ
を
決

絨
し
た
。

今年の神奈川新聞花火大会（森日出夫氏撮影）
　
同
花
火
大
会

は
近
年
、
み
な

と
み
ら
い
地
区

２
晨
に
伴
う

ご
詞
減
少
に

よ
り
、
道
路
に

回
覧
君
が
あ
・
ふ

れ
、
地
域
性
民

心
緊
急
時
に
警

察
や
消
防
な
ど

が
迅
速
に
対
応

で
き
な
い
状
態

に
な
っ
て
お
り
、

‐
－

定
。
開
催
直
後
ら
発
表
に
っ
い

て
担
当
者
は
「
直
後
か
ら
周
辺

宿
泊
施
設
で
は
翌
年
心
花
火
大

会
心
た
め
の
予
約
が
入
る
心
で
、

早
め
に
決
定
し
た
」
と
話
す
。

　
同
花
火
入
会
は
１
９
８
６
年

に
山
下
公
園
前
心
海
上
で
初
開
・

催
。
１
９
９
５
年
か
ら
み
な
と
Ｉ

み
ら
い
地
区
を
会
場
に
開
催
さ

れ
て
き
た
。
約
１
万
５
千
発
が

打
ち
Ｌ
げ
ら
れ
、
毎
年
約
習

人
の
斟
覧
者
が
訪
れ
る
夏
の
風

物
詩
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き

た
。

｢ガチあげ/｣

決
勝
進
出
９
商
品
が
決
定

９
月
１
７
日
に
１
位
決
ま
る

　
横
浜
心
商
店
街
あ
げ
も
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
決
定
戦
「
ガ
チ
あ

げ
／
・
」
？
Ｆ
選
が
終
了
し
、
こ

の
ほ
ど
決
勝
進
出
の
９
商
品
が

決
定
し
た
（
表
参
照
）
。

　
ｐ
選
１
位
は
港
北
区
？
『
鴨

尼
そ
ば
香
の
鴨
メ
ン
チ
カ
ご

寺
ニ
コ
且
会
）
た
っ
た
。

　
決
勝
ラ
ウ
ン
ド
は
、
９
月
１
７

日
出
午
氾
詰
分
か
ら
午
後

２
時
ま
で
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
西

ゲ
ー
ト
広
場
で
開
催
。
１
品
３

０
０
円
で
、
１
品
購
入
に
っ
き

１
票
投
票
可
能
。
当
日
の
投
票

（
そ
ば
香
妙
蓮
寺
本
店
・
妙
蓮
一
数
で
金
賞
―
点
、
銀
貨
３
点
、

　寵ES@ﾝ狗誰l遡

●●そぱ●の●ﾒﾝﾁｶﾂ／そぱ香妙蓮寺本割港北区〕

自家製メンチカツ／飯原精肉店(瀬谷区)

やみつきメンチ／村井肉店(泉区)

天使の海老フライ／ﾍﾟｼﾞﾀﾌﾞﾙｷｯﾃﾝ剰栄区)

ヤンキィースハイカラカツ／ヤンキィース(中区)

白黒からあげコンビ／トリココロ(港南区)

葬場カルビの香味揚17/蓮香固新館(中区)

もすく天ふら／コメコメ(旭区)

広
告
・

銅
貨
５
点
を
決
め
る
。

　
横
浜
市
商
店
街
総
連
合
会
が

－
－
－
。
－
－
－

記
事
の
お
問
い
合
わ
せ
は
酋
０
４
５
・
２
２
７
・
５
０
５
０
磯
子
区
編
集
室
へ



一
磯
子
区
版
／
陥
4
2
2
２
０
１
６
年
（
平
成
2
8
年
）－

－

９
月
１
日
團
号

匹
松
本
さ
ん
、
２
年
連
続
Ｖ

　
滝
頭
が
住
で
、
み
な
と
総
合

高
校
＝
中
区
山
下
町
ゐ
松
本

圭
佑
さ
ん
（
２
年
）
が
、
８
月

３
目
に
広
島
県
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
入
イ
の
ボ
ク
シ
ン
グ
、

フ
ラ
イ
級
（
智
超
昌
㎏
以

。
ト
）
で
２
年
連
続
の
準
優
勝
に

輝
い
た
。
回
校
ボ
ク
シ
ン
グ
部

で
は
初
の
快
挙
。

　
高
校
ボ
ク
シ
ン
グ
は
２
分
３

ラ
ウ
ン
ド
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
制
。

フ
ラ
イ
級
で
は
恕
掌
が
出
場

し
た
。
準
決
勝
で
は
、
昨
年
決

一 一

の
証
を
見
せ
た
。
決
勝
で
は
堤

駿
斗
さ
ん
（
２
年
）
＝
千
葉
・

習
志
野
口
に
距
離
を
詰
め
ら

れ
、
得
意
の
離
れ
た
距
離
か
ら

の
ワ
ン
ツ
ー
を
有
効
に
使
え
ず
、

勝
で
敗
れ
た
中
川
面
汰
朗
さ
ん
一
手
数
で
も
圧
倒
さ
れ
判
定
負
け

（
２
年
）
公
約
・
日
章
？
図
上

と
対
鴨
．
判
定
で
勝
利
し
成
枇

父
・
好
二
さ
ん
の
ミ
ッ
ト
を
目
か
け
て
打
ち
込
む
松
本
選
手

を
喫
し
た
。
そ
れ
で
も
「
去
年

負
け
た
相
手
に
勝
て
た
こ
と
が

大
き
い
」
と
収
穫
を
口
に
す
る
。

　
ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級
（
昔
超
、

習
以
ド
）
で
準
優
勝
し
た
昨

年
は
減
量
に
昔
し
み
、
「
３
ラ
ウ

ン
ド
目
に
は
ガ
ス
欠
状
態
た
っ

た
」
と
語
る
。
圭
佑
さ
ん
が
通

う
人
橋
ジ
ム
日
神
奈
川
区
＝
の

チ
ー
ー
フ
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
る

父
、
好
二
さ
ん
も
圭
佑
さ
ん
心

様
態
を
心
配
し
、
無
理
な
減
量

を
や
め
る
よ
う
促
し
た
ほ
ど
だ

っ
た
。
そ
れ
で
も
「
や
る
と
決

め
た
こ
と
は
最
後
ま
で
や
り
遂

げ
る
」
と
い
う
。
い
念
の
も
と
、

今
年
３
月
に
福
島
県
で
行
わ
れ

た
選
抜
大
会
で
は
同
階
級
で
優

勝
。
減
ほ
片
か
ら
４
月
に
フ
ラ

イ
級
に
ト
げ
、
身
体
。
面
を
強
化

し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
臨
ん
だ
。

・
漆
原
姉
妹
、
初
の
演
奏
会

９
月
1
4
日
　
杉
田
劇
場
で

　
磯
子
区
民
文
化
セ
ン
タ
ー
杉

田
劇
場
で
９
月
１
４
日
剛
、
「
漆

原
啓
子
＆
漆
原
朝
子
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
・
デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル
」

が
開
か
れ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
チ

ー
ム
杉
劇
主
催
。

　
国
内
外
で
実
力
派
ソ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
漆
原
姉

妹
。
今
回
、
演
奏
で
使
用
さ
れ

る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
は
財
界
‥
芯

峰
心
名
貼
で
「
ス
ト
ラ
デ
ィ
バ

リ
ウ
ス
」
を
啓
ｆ
さ
ん
が
、
－
ゲ

日産スタジアム

漆
原
姉
妹

ァ
リ
ネ
リ
ウ
ス
」
を
朝
子
さ
ん

が
演
奏
。
ぼ
響
の
良
さ
と
、
舞

台
と
眼
客
の
一
体
感
の
高
さ
に

定
評
が
あ
る
、
杉
田
劇
場
に
姉

妹
が
奏
で
る
高
質
な
音
色
が
響

き
わ
た
る
。

　
ま
た
、
今
回
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
、

作
曲
家
と
し
て
活
動
し
て
い
る

山
中
惇
史
さ
ん
も
加
わ
り
、
杉

田
劇
場
オ
リ
ジ
ナ
ル
心
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
演
奏
す
る
。

　
杉
劇
の
担
当
者
は
「
特
に
イ

ベ
ー
ル
の
２
つ
心
間
奏
曲
、
ブ

ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
２
つ
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
ソ
ナ
タ
は
必
聴
」

と
話
し
て
い
る
。

　
開
場
午
後
６
時
半
（
開
演
７

時
）
、
入
場
は
令
席
指
定
で
一
般

l
l
i
‐
1
1
1
1
1
1
‐
1
1
1
1
1
1
＼

障
が
い
者
と
走
ろ
う

盲
導
犬
支
援
団
体
が
イ
ベ
ン
ト

　
旨
導
犬
・
介
助
犬
・
聴
導
犬

心
育
成
支
援
を
目
的
と
し
た
慈

善
イ
ベ
ン
ト
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

・
ス
マ
イ
ル
・
ラ
ン
」
が
１
０
月

１６
日
向
、
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
Ｈ

横
浜
市
嶮
北
区
＝
で
開
か
れ

る
。
主
催
は
、
一
般
社
団
法

人
・
旨
導
犬
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
。

　
こ
の
催
し
は
、
障
が
い
の

好
評
の
た
め
、
今
年
も
同
所
で

の
開
催
決
定
。

　
当
日
は
、
約
１
・
Ｉ
㎞
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

補
助
犬
に
よ
る
デ
Ｅ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
イ
ベ
ン
ト
僅
り

yﾔﾌyl｀

1勁柘蹄･ヽ1
諸ら(過去の様子)

目
標
は
東
京
五
輪
優
勝

　
好
二
さ
ん
が
勧
め
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
小
学
３
年
生
で
始

め
た
ボ
ク
シ
ン
グ
。
小
４
か
ら

中
３
ま
で
負
け
な
し
と
、
無
類

の
強
さ
を
誇
る
よ
う
に
。
「
親
と

し
て
心
配
す
る
気
持
ち
と
、
ト

レ
ー
ナ
ー
と
し
て
後
押
し
し
た

い
気
持
ち
が
入
り
混
じ
っ
て
い

ま
す
」
と
好
一
。
さ
ん
。

　
今
後
の
目
標
は
国
体
と
選
抜

で
優
勝
す
る
こ
と
。
そ
の
先
に

は
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
さ

ら
に
は
４
年
後
の
東
京
バ
輪
で

の
優
勝
を
目
標
に
掲
げ
る
。

l
l
.
1
1
1
1
1
1
‐
l
l
l
l
l
l
‐
l
l
l
l
l
l
‐
1
1
1
1
1

３
ｆ
５
．
白
円
、
高
校
生
以
。
ト
ー

千
円
（
要
学
生
証
）
。
未
就
学

児
は
入
場
不
可
。

　
問
合
せ
は
杉
田
劇
場
四
〇
４

５
・
７
７
１
・
１
２
１
２
へ
。

読
者
２
組
４
人
を
招
待

　
杉
田
劇
場
は
、
２
組
４
人
を

リ
サ
イ
タ
ル
に
招
待
す
る
。
希

望
者
は
、
①
〒
・
住
所
②
氏
名

③
年
齢
④
紙
面
心
感
想
を
明
記

し
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募

を
。
宛
先
は
〒
２
３
１
－
Ｏ
Ｏ

３
３
横
浜
市
中
区
長
者
町
２
－

５
ム
ー
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル
２
Ｆ

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
磯
子
区
編

集
室
「
漆
原
姉
妹
リ
サ
イ
タ
ル
」

か
l
i
s
o
g
o
@
t
o
w
n
n
e
w
s
.
c
o
j
r

に
。
９
月
６
日
脚
必
着
。
応
募

多
数
心
場
合
は
抽
選
。
当
選
者

の
発
表
は
チ
ケ
ッ
ト
の
発
送
を

も
っ
て
。

だ
く
さ
ん
。
近
年
、
フ
ァ
ミ
リ

ー
層
心
参
加
も
増
え
て
い
る
。

参
加
費
は
大
人
３
２
４
０
円
、

中
学
生
以
。
ト
無
料
で
個
人
で
も

チ
ー
ム
（
５
人
ま
で
）
で
も
可
。

参
加
者
に
は
横
浜
Ｆ
・
マ
リ
ノ

ス
の
１
０
月
習
ホ
ー
ム
戦
観
戦

チ
ケ
ッ
ト
心
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
。

　
申
込
は
Ｈ
Ｐ
（
ｉ
死
恥
！

咽
1
.
d
e
d
o
g
s
.
i
n
f
o
/
)
4
ど
で
。

９
月
１
６
Ｈ
締
切
。
圖
事
務
局
｀
‘

０
４
５
・
９
４
９
・
０
３
３
８
（
平

目
1
0
時
～
１
７
時
）

｜

メール版タウンニュース

｜

毎号紙面発行と同日にＥメールで配信､紙面と

同じ記事をパソコンやスマホでご覧になれま

す｡タウンニュース全50版からお好きな発行版

を登録してください。
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科
学
の
楽
し
さ
、
子
ど
も
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
ス
タ
ッ
フ
養
成

　
実
験
や
工
作
で
子
ど
も
に
科

学
心
楽
し
さ
を
伝
え
る
活
動
を

行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
お
も
し
ろ

科
学
た
ん
け
ん
工
房
」
（
安
田

光
一
代
表
理
事
）
が
ス
タ
ッ
フ

を
養
成
し
て
い
る
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
科
学
体
験
活
動

や
子
ど
も
対
象
心
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
興
味
心
あ
る
人
が
対

象
。
心
構
え
や
技
術
を
学
ぶ
こ

と
を
目
的
に
、
市
政
少
年
育
成

活
動
す
る
メ
ン
バ
ー
（
左
か
ら
２
人
目
）

セ
ン
タ
ー
＝
中
区
＝
な
ど
で
１
０

月
か
ら
養
成
講
座
の
集
合
研
讐

と
現
場
実
習
が
あ
る
。
初
回
の

研
修
は
１
０
月
１
６
日
に
同
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
る
。
９
月
１
１
日

に
旭
区
、
１
３
口
に
神
奈
川
区
で

事
前
説
明
会
あ
り
（
無
料
）
。

　
同
法
人
は
「
子
育
て
を
終
え

た
主
婦
や
定
年
を
迎
え
た
方
に

と
っ
て
、
生
き
が
い
を
感
じ
ら

人
。
申
し
込
み
は
９
月
習
・

で
、
同
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
可
p
:
/
/
w
w
w
.
t
a
n
k
e
n
l
o
b
o
。

８
ミ
）
か
ら
も
申
し
込
み
可
能
。

問
い
合
わ
せ
は
同
法
人
・
石
井

止
司
さ
ん
四
〇
４
５
・
９
７
１

’
１
４
５
９
．

戸 ｀

W ゝ

- -
. ｜
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四
旧
Ｉ
ｉ
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ｕ
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杉田劇場
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ﾌﾟlj樋田専門店政
堀割川魅力づくり実行委員会
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杉|｡日八ll宮例大祭ぞ1･植塞目さ４た新調Ｌた子

k･;b神別｡町内会館を出発点に､子と･･iたt｡が町

内を練I]歩いた。

が開かれ､杉nl掬を疸べてすｰ､ぽい

i
_
1
1

顔を写真に撮S｢す，ぽい頷コンテスト｣が今年初

め･r杉田若手会が乖|幽iし実施された。

バfjオ広場て･･lt､4－プニンダ４レ４二－の1まヵ･

に､杉ｌ小学校児童にｊＳ合唱や々一手ゝダバン

ド油奏なと･･が披廊され●やjヽな雰囲気ｋな･､た。

Ｚ
没
祈
な
ど
で
記
缶

農林水産宵動物検疫所な会場に実施｡模擬店の

1μヽ､ポート乗船体験なども行われ､堀割川の魅

力を知51日となった。

らび尤な新杉賎ﾀな4な“ljiり玖政敵眺堵ふ貌胞)ｔ,里

ｊどもｌ対象にスタンプ々りーを開催｡店舗前に

設置されたスタンプを押すｊどもたちの姿が見ら

れた。

ヴッショイノサマーフj､スティバル２０１６が開ﾙヽ

礼､広場では模擬店が出店したほがヽ､ﾉヽヴイアン

ダンスなどか披露ざれた。

地元１中心に活動すＳ｢くふざ囃白のメンバーが

了ビもたちな対象に太鼓の体験会な実施｡たたｊ

方などを丁寧に教えていた。

施設を地丿劃|･ｮ民に知･,･ａらi機会laオーツ･乙フエ

ｚ夕が･lり'れた｡４－んぞli,恨岸小･申学校の合IHや

岡村中学校吹老楽部にjSｽ子－ｼﾞ･廣奏などlあ，た。
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ゴ
ジ
ラ
実
物
大
足
跡
現
る

　
　
洋
光
台
サ
ン
モ
ー
ル
広
場
に

　
映
画
「
シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
」
心

ロ
ケ
が
洋
光
台
で
行
わ
れ
た
心

を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
環

で
、
洋
光
台
駅
前
の
サ
ン
ふ
」
Ｉ

ル
広
場
に
ゴ
ジ
ラ
の
足
跡
が
公

示
さ
れ
て
い
る
。
人
き
さ
は
実

物
人
に
近
い
約
回
。

　
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ｌ
ｎ
洋
瓦
台

の
メ
ン
バ
ー
や
地
域
住
民
ら
が

デ
ザ
イ
ご
や
ペ
イ
ン
ト
を
行
い
、

約
４
日
間
を
か
け
仕
上
げ
た
。

「
映
画
の
人
気
に
比
例
し
て
、
四

ケ
地
巡
り
で
洋
光
台
に
足
を
運

ぶ
人
が
増
え
て
い
る
心
が
う
れ

し
い
」
と
メ
ン
バ
ー
？
人
。

イ
ベ
ン
ト
は
８
月
末
で
終
了
す

る
が
、
足
跡
は
９
月
末
ご
ろ
ま

で
Ｍ
示
さ
れ
る
ｒ
定
だ
と
い
う
。

？

た
メ
ン
バ
ー
は
「
障
害
を
知
ら
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緑
色
の
ペ
ン
キ
で
描
か
れ
た
実
物
大
の
ゴ
ジ
ラ
の
足
跡

生
球

ふ
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・
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一

し
た
。
準
決
勝
で
は
、
同
大
会

南
ボ
ー
イ
ズ
が
全
国
準
Ｖ

中
硬

　
南
区
や
磯
ｒ
区
内
の
中
学
生

な
ど
が
所
属
す
る
「
横
浜
南
ボ

ー
イ
ズ
ー
（
大
谷
剛
ぶ
会
長
＝

人
物
風
土
記
で
紹
介
と
が
８

月
９
日
か
ら
１
３
目
ま
で
大
阪
府

で
行
わ
れ
た
「
第
４
７
回
目
本
少

?4考

チ
ー
ム
史
上
最
高
の
大
躍
進

年
野
球
選
手
権
大
会
」
に
出
場

し
、
準
優
勝
し
た
で
痙
の
全
国

入
会
４
回
目
に
し
て
過
去
最
高

の
成
績
と
な
っ
た
。

　
入
会
に
は
、
各
支
部
予
選
を

場
。
南
ボ
ー
イ
ズ
は
５
月
か
ら

６
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
上

位
２
チ
ー
ム
に
入
り
、
２
年
ぶ

り
に
同
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　
陶
活
大
阪
代
表
チ
ー
ム
と

対
戦
し
た
１
回
戦
は
序
盤
に
６

失
点
す
る
苦
し
い
展
開
か
ら
打

線
が
奮
起
。
最
終
７
回
衷
に
主

将
心
西
甲
土
汰
が
（
南
中
３
年
）

が
タ
イ
ム
リ
ー
を
放
っ
て
同
点

に
追
い
つ
く
と
、
延
長
８
回
に

１
　
劇
的
な
勝
利
で
勢
い
に
乗
っ

た
南
ボ
ー
イ
ズ
は
２
回
戦
、
準

々
決
勝
と
Ｉ
点
差
の
接
戦
を
制

し
た
。
準
決
勝
で
は
、
同
大
会

Ｈ
回
心
出
場
を
誇
る
鳥
取
県
の

頌
豪
と
対
戦
。
田
嶋
晴
人
投
手

（
汐
見
台
中
・
３
年
）
が
完
封
し
、

１
対
Ｏ
で
勝
利
し
た
。

　
決
勝
は
奈
良
県
代
表
に
１
対

４
で
敗
れ
た
も
の
の
、
２
年
前

の
ベ
ス
ト
１
６
を
大
き
く
Ｌ
回
る

過
去
最
高
成
禎
を
収
め
た
。
全

６
試
合
中
４
試
合
で
１
点
差
の

接
戦
を
も
の
に
し
、
勝
負
強
さ

を
発
揮
し
た
南
ボ
ー
イ
ズ
。
キ

将
の
西
平
君
は
［
み
ん
な
で
団

結
で
き
た
か
ら
最
後
ま
で
残
れ

た
の
だ
と
思
う
］
と
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
の
勝
利
を
強
調
し
た
。

　
後
藤
均
監
督
は
、
「
大
会
直

前
ま
で
調
ｆ
が
上
が
ら
ず
不
安

も
あ
っ
た
ご
」
こ
ま
で
来
ら
れ

た
の
は
全
国
制
覇
を
目
標
に
や

っ
て
き
た
か
ら
。
子
ど
も
た
ち

に
感
謝
し
た
い
」
と
・
話
し
た
。

。
。
。
。
‥
葉
を
目
に
す
る
。

　
Ｔ
・
５
年
前
、
＝
大
岡
高
校

心
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
練
習
拠
点
に

し
て
い
た
チ
ー
ム
は
、
こ
心
場

所
が
公
園
の
多
目
的
広
場
に
な

っ
た
こ
と
で
練
習
場
所
の
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｏ

大
以
上
の
選
手
を
抱
え
る
チ
ー

ム
。
不
安
と
焦
り
が
募
る
中
、

・
選
手
の
親
戚
か
ら
心
紹
介
も
あ

っ
て
ｒ
葉
県
に
あ
る
現
在
心
専

用
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
使
用
で
き
る

こ
と
に
。
何
度
も
ア
ク
ア
ラ
イ

ン
を
往
復
し
、
地
元
住
民
ら
と

協
議
を
重
ね
て
練
皆
場
所
を
確

保
し
た
。
当
初
、
繁
備
が
不
ト

分
Ｘ
同
が
目
立
っ
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
、
保
護
者
ら
心
努
力
も

あ
っ
て
使
い
や
す
く
平
面
に
整

え
ら
れ
た
。
。
良
い
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
を

整
え
る
の
が
我
々
心
役
目
」
と

に
こ
や
か
に
語
る
。

　
ｏ
Ａ
Ｔ
ケ
谷
小
、
南
中
出

身
。
現
在
は
高
年
続
く
家
業

障
害
へ
の
理
解
、
す
ご
ろ
く
で

市
、
差
別
解
消
目
的
に
作
成

　
サ
イ
Ｊ
口
を
振
り
な
が
ら
、

障
Ｊ
‥
へ
の
理
解
を
深
め
て
ー

－
。
横
浜
市
は
８
月
１
７
目
、
「
障

害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
み
ん

な
が
い
っ
し
ょ
に
暮
ら
す
横
浜

す
ご
ろ
く
」
を
市
庁
舎
や
区
役

所
で
配
布
し
始
め
た
。
学
校
や

職
場
な
ど
１
０
場
面
を
設
定
し
、

組
み
で
、
各
マ
ス
目
に
は
差
別
一
「
障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も

が
起
き
や
す
い
場
面
を
設
定
。
一
同
じ
呼
び
方
で
呼
ぶ
」
は
良
い

「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
障
害
の
あ

る
人
に
と
っ
て
差
別
に
な
る
の

か
」
「
障
害
が
あ
る
人
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
配
慮
が
必
要
な
心

か
」
を
理
解
す
る
た
め
、
横
浜

市
が
昨
年
実
施
し
た
「
障
害
者

悲
い
こ
と
と
良
い
こ
と
を
考
え
一
差
別
に
関
す
る
事
例
心
募
集
」

る
仕
組
み
。
市
は
「
遊
び
の
場
一
で
寄
せ
ら
れ
た
中
か
ら
１
０
場
面

で
も
学
び
の
場
で
も
活
用
し
て
一
を
選
ん
だ
。

ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。
一
　
例
え
ば
、
職
場
で
の
名
前
の

　
す
ご
ろ
く
づ
く
り
は
、
今
年
一
呼
び
方
に
っ
い
て
、
「
障
害
が
あ

４
月
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
差

別
解
消
法
を
踏
ま
え
た
横
浜
市

の
取
り
組
み
の
一
環
。
今
回
は

主
に
知
的
障
害
へ
心
理
解
を
目

的
と
し
、
知
的
障
害
が
あ
る
３

人
が
作
成
に
参
加
し
た
。

　
具
体
的
な
場
面
を
設
定

　
各
マ
ス
目
に
設
定
さ
れ
た
場

直
で
良
い
こ
と
、
悪
い
こ
と
を

考
え
な
が
ら
コ
マ
を
進
め
る
仕

の
工
業
所
を
経
営
す
る
。
日
本

少
年
野
球
連
盟
神
奈
川
県
支
部

で
は
副
支
部
長
を
務
め
、
大
会

運
営
な
ど
に
も
尽
力
。
か
っ
て

は
小
学
生
チ
ー
ム
で
コ
ー
チ
を

務
め
た
経
験
も
あ
り
、
少
年
野

球
に
は
約
架
問
携
わ
る
。
「
少

し
前
ま
で
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負

っ
て
い
た
子
が
中
学
３
年
間
で

心
も
休
も
劇
的
に
変
化
す
る
」

と
選
手
の
成
長
を
感
じ
る
瞬
間

が
嬉
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。

　
皇
当
は
選
手
心
保
険
手
続

き
な
ど
を
手
伝
う
。
会
社
と
チ

ー
ム
運
営
で
忙
し
い
毎
日
を
過

ご
す
中
、
息
抜
き
は
音
楽
鑑
賞
。

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
に
入
る
ド
リ
カ

ム
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
掛
け
る

こ
と
も
あ
る
。
チ
ー
ム
創
・
設
来

の
目
標
は
示
の
高
校
野
照

に
っ
な
げ
る
道
標
に
な
る
こ
と
。

「
子
ど
も
た
ち
が
４
ボ
ー
イ

ズ
で
良
か
っ
た
」
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」
。
選
手

を
縁
の
下
で
支
え
続
け
る
。

る
人
だ
け
を
呼
び
捨
て
で
呼

ぶ
」
は
悪
い
こ
と
で
Ｉ
回
休
み
、

こ
と
で
Ｉ
つ
進
む
と
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
病
院
や
公
共
施
設

の
利
用
、
役
所
心
窓
口
の
対
応
、

地
域
の
行
嘔
へ
の
参
加
と
い
っ

た
場
面
で
の
差
別
に
っ
い
て
も

取
り
上
げ
て
い
る
。

　
す
ご
ろ
く
心
裏
面
で
は
障
害

者
差
別
解
消
法
の
要
点
と
し
て

「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と

「
合
理
的
配
慮
」
に
っ
い
て
掲
載
。

イ
ラ
ス
ト
付
き
心
具
体
例
を
挙

げ
て
紹
介
し
て
い
る
。

　
す
ご
ろ
く
づ
く
り
に
参
加
し

容
姿S｡:･コ,'4･
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横浜市が配布しているすごろく。サイコロとコ

マを切り取って使用する

１
」
（
南
区
）
を
開
い
た
。
長
年
、

銀
行
員
と
し
て
働
い
て
い
た
村

卜
さ
ん
は
退
職
す
る
ま
で
、
起

業
へ
の
思
い
も
パ
ン
を
作
っ
た

こ
と
も
な
か
っ
た
。
き
っ
か
け

は
退
職
後
に
受
け
た
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
の
職
業
訓
練
講
座
。
農
業

や
米
粉
パ
ン
が
テ
ー
マ
だ
っ
た

同
講
座
で
、
現
代
農
業
が
抱
え

る
課
題
を
知
り
、
「
社
会
の
た
め

笑顔で自慢のﾊﾞﾝを紹介する村上さん

Ｚ
。
ｌ
ｖ
１
ノ
１
４
、
ぺ
ー
ぐ
ぴ
ノ
ね

こ
の
す
ご
ろ
く
を
や
っ
て
ほ
し

い
。
障
害
心
あ
る
人
も
こ
の
す

ご
ろ
く
を
や
っ
て
自
分
と
違
う

障
害
９
」
と
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

「
こ
の
す
ご
ろ
く
を
見
た
り
、
み

ん
な
で
遊
ん
だ
り
し
て
、
障
害

者
差
別
？
」
と
を
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

　
市
の
担
当
者
は
「
障
害
が
あ

る
大
も
な
い
大
も
気
軽
に
交
流

で
き
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
大

切
。
適
切
な
配
慮
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
理
解
を
深
め
て
い
く
取

り
組
み
を
進
め
た
い
」
と
話
す
。

　
配
布
場
所
は
咎
区
役
所
広
報

相
談
係
、
巾
庁
舎
１
階
。
配
布

部
数
は
８
０
０
部
。

TI

終
活
」
に
役
立
つ
冊
子
一

読
者

1
0
0
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
‐
‐
‐

‐

　
人
生
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
考

え
る
こ
と
を
通
じ
て
「
今
を
よ

り
よ
く
生
き
る
」
た
め
ら
「
終

活
」
。
で
も
、
自
分
の
終
末
の
考

え
を
ど
う
や
っ
て
家
族
に
伝
え

た
ら
い
い
か
、
ま
た
、
親
や
伴

侶
に
「
も
し
も
の
と
き
の
希
望
」

を
、
ど
ぅ
や
っ
て
聞
け
ば
い
い

の
？
と
悩
む
人
は
多
い
。

　
そ
ん
な
悩
み
を
解
決
す
る
た

め
、
「
ゆ
き
げ
」
で
は
、
新
冊
子

娑
ろ
そ
ろ
考
え
て
お
き
た
い
人

生
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
＆
お
葬
式

準
備
ガ
イ
ド
』
を
製
作
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
一
え
て
お
Ｉ
た
い
　
　

　

人
生
の
エ
ン
ガ

て
ご
フ
’
ヽ
″
メ
ノ
’

＆
一
郭
政
章
憧
ガ
イ
ド
’

　
　
　
｛
塁

ぐ」

一
、
て
Ｉ
ａ
ｌ
ｌ
で
よ
く
６
か
ら
者
い

叙
ｌ
ｇ
Ｉ
凋
が
呼
３
ツ
と
μ
１
り
た
Ｉ

嘩
Γφが･ﾁﾞ‾　Cij1、

この連載は全3回で、

槙浜市内におけるシ

ニアの起業について

取り上げます．

に
な
る
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
起

業
を
決
意
。
パ
ン
作
り
を
学
び
、

約
１
年
心
テ
ス
ト
販
売
を
経

て
、
２
ｏ
１
３
年
６
３
意
時

に
同
店
を
開
い
た
。
店
頭
に
は

十
数
種
の
パ
ン
が
並
び
、
多
い

パ
習
Ｊ
ど
売
れ
る
。

き
な
目
標
に
一
人
で
向
か

っ
て
い
く
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
村
上
さ
ん
は
「
私
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
」

が
増
え
て
ほ
し
い
と
話
す
。
多

く
の
人
が
、
自
分
と
同
じ
方
法

で
農
業
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

自
身
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る

こ
と
を
想
定
。
あ
え
て
少
な
い

資
金
と
少
な
い
リ
ス
ク
で
店
を

運
営
す
る
よ
う
努
め
て
き
た
。

こ
れ
を
読
む
こ
と
で
、
家
族
で
Ｉ

話
し
合
う
時
に
役
な
つ
情
報
一

や
、
納
得
で
き
る
お
葬
式
の
た
Ｉ

め
の
準
備
ポ
イ
ン
ト
が
わ
か
る
Ｉ

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
冊

子
を
㈱
コ
ー
プ
総
合
葬
祭
、
サ

ー
ビ
ス
開
始
留
年
を
記
念
し

て
本
紙
読
者
Ｉ
Ｏ
Ｏ
人
に
無
料

送
付
す
る
。

　
「
ゆ
き
げ
」
の
㈱
フ
プ
総

合
葬
祭
は
、
県
高
生
協
の
共

同
出
資
で
設
立
さ
れ
た
弔
事
の

ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
会
社
で
安
心
。
申
し
込
み
は
、

ゆ
き
げ
案
内
セ
ン
タ
ー
圖
Ｏ
Ｉ

２
０
・
６
８
８
・
９
９
０
（
９

時
半
～
１
７
時
半
）
ま
た
は
Ｈ
Ｐ

（
碧
間
受
付
）
へ
。

【
資
料
請
求
番
９
・
５
２
０
９
】

に
も
で
き
そ
う
だ
』
と
思
っ
て

も
ら
い
た
い
」
。
志
を
同
じ
に
す

る
人
が
後
に
続
く
こ
と
を
望
む
。

　
「
挑
戦
す
る
こ
と
や
包
い
万
」

　
シ
ニ
ア
と
呼
ば
れ
る
年
齢
で

の
起
業
に
っ
い
て
「
不
安
は
な

か
っ
た
」
と
言
い
切
る
。
村
上

さ
ん
の
心
に
あ
っ
た
の
は
不
安

感
よ
り
「
や
る
気
」
た
っ
た
。

今
で
は
店
の
運
営
が
生
き
が
い

だ
。
何
か
を
始
め
よ
う
と
し
て

い
る
人
に
対
し
て
、
村
上
さ
ん

は
語
る
。
「
始
め
て
み
る
と
思
っ

て
も
み
な
か
っ
た
楽
し
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
リ
ス
ク
心

分
析
は
必
要
。
で
も
、
頭
で
考

え
た
だ
け
で
挑
戦
す
る
こ
と
を

や
め
な
い
で
く
だ
さ
い
」
孚
）

孚叙8年夥本隷属策寮輯

　　責付延長，

神剽|[県全域･東京多摩地域

レアなエリアイベント情報C･RQreΛ
タウンニュースプレゼンツ

・
http://www.a.events.レアリアイベント

平成29年3月31日吻まで
　　　-

磯子区マスコットキャラクター

　　　いそっぴ

名
町

予り
僚

ヅ凹

　日本赤十字社では､被災者に対する義援1

　　　　下記のとおリ受け付けています。

受付口座

三井住友銀行すずらん支店(普)278753C

三菱東京UFJ銀行やまびこ支店(普)2105

みずほ銀行ｸﾇｷﾞ支店(普)0620308

※口座名義はいずれも｢日本赤十字社｣

※ご利用の金融機関によっては､振込手数料が別途;

　場合があります

※振込で受領証希望の場合は振替用紙通信欄に

　証希望｣とご記入下さい

　昭和Ξ十九年の杉田町･中原町地

先の埋め立てにともない､新設した町。

　町名は杉田町の海側に隣接するこ

とから｢新杉田｣と名付けた。

　同時期に､山側の町名に｢新｣を付

けた｢新磯子町｣､｢新中原町｣､｢新森

町｣を新設している。

　南西側を磯子産業道路､根岸線、

金沢シーサイドラインが通り､町内に

新杉田駅がある。　　　　　　　　　新杉田駅

【転載/「横浜の町名｣(横浜市発行)】
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　 一 一ふ 心 － 〃 ｊ ゝ 吋 ･

　 一

云/旁7こ･7i;･
苛弓ご辺無曼じ
果

増
加
す
る
シ
ニ
ア
起
業
家
（
下
）

事
業
運
営
の
モ
デ
ル
作
る

　
仕
事
で
培
っ
た
技
術
を
生
か

し
起
業
す
る
シ
ニ
ア
が
い
る
一

方
、
社
会
問
題
へ
の
関
心
が
き

っ
か
け
で
起
業
し
た
人
も
い
る
。

　
村
上
孝
博
さ
ん
（
６
６
）
は
、

米
の
粉
を
使
用
し
た
「
米
粉
パ

ン
」
の
販
売
を
通
し
て
米
の
消

費
拡
大
に
貢
献
し
、
耕
作
放
棄

地
の
減
少
や
食
料
自
給
率
の
向

ト
を
目
指
す
「
カ
フ
ェ
ら
い
さ

゛jU�.Ｊ哺りuS婢〃Ｊかｊ

縁
の
下
で
球
児
支

　
⊇
大
阪
で
行
わ
れ
た
令
国

入
会
で
日
本
。
に
迫
っ
た
チ
ー

ム
の
会
長
を
務
め
る
。
自
主
を

開
放
し
て
定
期
的
に
保
護
酋
と

役
ほ
会
を
開
き
、
試
合
中
９
応

接
心
段
取
り
や
練
習
環
境
の
整

備
な
ど
、
チ
ー
ム
運
常
に
っ
い

て
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
は
バ
ス

で
８
時
間
か
け
て
移
動
し
た
関

四
遠
征
だ
が
、
今
回
は
選
ｆ
の

え
る

- 一 一

体
・
調
を
少
し
で
も
良
く
し
よ
う

と
新
幹
線
で
現
地
入
り
。
費
用

は
Ｏ
Ｂ
ら
の
寄
付
が
支
え
に
な

っ
た
。
「
多
く
の
方
の
協
力
で
こ

こ
ま
で
来
ら
れ
た
」
と
感
謝
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

人
物
風
土
記

●全国入会で準優勝した中学生硬式野球

　チーム「横浜南ボーイズ」の会長を務める

　　題字は

林え八横浜巾
大谷剛正ａ

南区在住53歳
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